
⼥川原⼦⼒発電所2号機 高圧第1給水加熱器(B)水室逃し弁の点検結果について

推定原因イメージ図

 当該弁を点検した結果、弁体と弁座の接触面の一部に浸食が確認されました。
 この浸食は、高温・高圧の水の微量な漏えいが継続したことにより発⽣したものと推定され、漏えいの発⽣原因については以下のとおり推定してい

ます。
 前回（2023年）の分解点検以降の原⼦炉起動前における①給水系の浄化運転※の際に、当該弁にかかる圧⼒変動および振動などにより、

わずかに弁体と弁座の密着性が低下し、配管等から遊離した錆などの微細な異物が弁体と弁座の間にかみ込んだ。
 ②微細な異物のかみ込みによりごく僅かな漏えいが⽣じ、弁体と弁座が徐々に浸食され、漏えい量が増加した。

 推定原因を踏まえ、以下の対策を講じることとしました。
 従来より、原⼦炉起動過程で⽣じる当該弁への圧⼒変動および振動などによる異物のかみ込みを防⽌するため、原⼦炉起動過程では弁固定

治具を設置している。本事象を踏まえ、原⼦炉起動前における給水系の浄化運転の際にも弁固定治具を設置し、異物のかみ込みを防⽌。
 類似の弁には漏えいは⽣じていないものの、本対策を講じる。
※ 給水流量を変動させることで給水系の配管内を洗浄し、水質を改善する運転⽅法
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対策イメージ図点検結果

①浄化運転の際に、当該弁にかかる圧⼒変動および振動などに
より、弁体と弁座の密着性が低下し、微細な異物がかみ込んだ

②微細な異物のかみ込みによってごく僅かな漏えいが⽣じ、
弁体と弁座が徐々に浸食され、漏えい量が増加した
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